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ダダイイココンン (野菜類の登録農薬も使用できる)
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サンボルドー水 ◎

Ｚボルドー水 △ 白 野

マスタピース水 ◎ ◎

スターナ水 ◎

ハチハチ乳 劇 ◎

バシタック水75 × ◎

アミスター20FL ◎

メジャーFL × ◎

ライメイFL ◎

ランマンFL ◎

フロンサイドＳＣ ◎

フロンサイド粉 ◎

マイコシールド水 ◎

リゾレックス粉 × ◎

ネビジン粉 × ◎

ピシロックFL × ◎

バリダシン粉ＤＬ ◎

ヨネポン水 白 ◎ ◎

ダコニール1000FL ◎ ◎ ◎

ユニフォーム粒 △ 4･11 白

カセット水 31･24 ◎ ◎

マテリーナ水 31･25 ◎

ナレート水 31･M1 ◎

アミスターオプティFL 11･M5 白

カスミンバリダシン液 24･U18 ◎

カスミンボルドー水 △ 24･M1 ワ ◎ ◎

キンセット水 △ M1･M1 ◎

*1:ダイコン(葉ダイコン、ダイコン菜を含む)と、ハツカダイコン(ラディッシュを含む)は、
使用できる農薬が異なる。ハツカダイコンの防除農薬については、「ハツカダイコン」の項
を参照のこと。
*a:播種前　白:白さび病のみの登録　ワ:ワッカ症のみの登録　野：「野菜類」での登録
※つまみ菜・間引き菜に使用してはいけない農薬に「×」を、使用した場合の薬害事例が公
表されている農薬に「△」を付した。つまみ菜・間引き菜を収穫利用する場合には、これら
の農薬を使用しないこと。印のない剤についても、使用にあたってはラベルの内容を確認
し、使用基準を遵守すること。
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スピノエース顆水 ◎ ◎ ◎

エコマスターＢＴ ◎

エスマルクＤＦ ◎

フローバックＤＦ ◎

バイデートＬ粒 × 劇 ◎ ◎ ◎

オルトラン粒 × ◎ ◎ ◎

カルホス粉 × ◎ ◎

サイアノックス乳 ◎ ◎ ◎ 若 ◎ 成

ジェイエース粒 × ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ケ

◎

◎

ネキリエースＫ粒 × ◎

ネマキック粒 ◎

ネマトリンエース粒 × ◎ ◎

マラソン乳 ◎ ナ カ ◎

ラグビーＭＣ粒 × ◎ ◎ ◎

アグロスリン水 劇 ◎ ◎ ◎ ◎

アディオン乳 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ サ

ガードベイトＡ粒 ◎

サイハロン水 劇 ◎ ◎ ◎ ◎

トレボン乳 ◎ ◎ ◎ ◎

トレボンＭＣ ◎ ◎

トレボン粉剤ＤＬ ◎ サ

◎ ◎

◎

マブリック水20 劇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アドマイヤーFL 劇 ◎

アドマイヤー１粒 × ◎

アクタラ顆溶 × ◎

アクタラ粒５ × ◎

アルバリン顆溶
スタークル顆溶

× ◎ ◎ サ

◎ ◎

◎ ◎

劇フォース粒 ×

アルバリン粒
スタークル粒

×

ダダイイココンン (野菜類の登録農薬も使用できる)

ダイアジノン粒５
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ダダイイココンン (野菜類の登録農薬も使用できる)

ダントツ溶 ◎ サ

ダントツ粒 ◎

モスピラン顆溶 劇 ◎ カ ◎ ◎ ◎ サ

モスピラン粒 ◎ ◎

トランスフォームFL × ◎

フィールドマストFL × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ サ

ディアナＳＣ × ◎ カ ◎ ◎ ◎ ウ ◎ ◎

アニキ乳 ◎ ◎ ◎ ◎

アファーム乳 ◎ ◎ ◎

コテツFL △ 劇 ◎ ◎ サ

パダンＳＧ溶 △ 劇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ サ

リーフガード顆水 劇 ◎ カ ◎ ◎ ◎ ◎

アタブロン乳 △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

カスケード乳 ◎ ◎ ◎

ノーモルト乳 ◎ ◎ ◎

マッチ乳 ◎ ◎

ファルコンFL ◎ ◎

マトリックFL ◎ ◎

ハチハチ乳 劇 ◎ ナ カ ◎ ◎ ◎ ◎ サ

トルネードエースＤＦ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ファイントリムＤＦ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アクセルFL カ ◎ ◎ ◎ サ

アクセルベイト粒 ◎

フェニックス顆水 ◎ ◎

プリロッソ粒オメガ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

プレバソンFL５ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ベネビアＯＤ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ サ

ヨーバルFL × ◎ ◎ ◎ ◎

ウララＤＦ × ◎

グレーシア乳 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ブロフレアＳＣ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ サ

ファインセーブFL 劇 ◎

プレオFL カ ◎ ◎ ◎

ビーラム粒 × ◎ ◎
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ダダイイココンン (野菜類の登録農薬も使用できる)

ビーラムプライムFL × ‐ ◎ ◎

アベイル粒 ×
4A・

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アファームエクセラ顆
水

6・
◎ ◎ ◎

※つまみ菜・間引き菜に使用してはいけない農薬に「×」を、使用した場合の薬害事例
が公表されている農薬に「△」を付した。つまみ菜・間引き菜を収穫利用する場合に
は、これらの農薬を使用しないこと。印のない剤についても、使用にあたってはラベル
の内容を確認し、使用基準を遵守すること。

*a:播種時　*b:播種時～生育初期　*c:播種前　*d:播種時または定植時
*f:播種時及び生育期(但し収穫21日前まで)　*g:生育期(但し収穫21日前まで)
*h:生育期（但し収穫30日前まで） *i:発生初期（但し収穫前日まで）

ウ:ウワバ類　　カ：カブラハバチ　　ケ:ケラ及びヒメダイコンバエ
サ:ダイコンサルハムシ（ダイコンハムシ）　　ナ：ナモグリバエ
若:若～中齢幼虫　成:成虫

*1:ダイコン(葉ダイコン、ダイコン菜を含む)と、ハツカダイコン(ラディッシュを含む)
は、使用できる農薬が異なる。ハツカダイコンの防除農薬については、「ハツカダイコ
ン」の項を参照のこと。
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